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試験問題＆解答試案をお送りいたします。
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平成30年度
問題A 選択問題
問２
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⼟⼯における⼟量の変化率に関する次の記述のうち，適当でないものはどれか。(平成30年)

⑴ ⼟量の変化率 C は ，⼟⼯の配分計画を⽴てる上で重要であり，地⼭の⼟量をほぐした
⼟量の体積⽐を測定して求める。

⑵ ⼟の掘削・運搬中の⼟量の損失及び基礎地盤の沈下による盛⼟量の増加は，原則として変化
率に含まれない。

⑶ ⼟量の変化率は，実際の⼟⼯の結果から推定するのが最も的確な決め⽅で類似現場の実績の
値を活⽤できる。

⑷ ⼟量の変化率 L は，⼟⼯の運搬計画を⽴てる上で重要であり，⼟の密度が⼤きい場
合には積載重量によって運搬量が求められる。

変化率Cは締固め率 ほぐし率の変化率はL



令和元年度
問題A 選択問題
問２

4FCKC 福島キャリア教育センター

 ⼟⼯における⼟量の変化率に関する次の記述のうち，適当でないものはどれか。

 ⑴  ⼟の掘削・運搬中の損失及び基礎地盤の沈下による盛⼟量の増加は，原則として変化率に含
   まれない。

⑵  ⼟量の変化率 C は，地⼭の⼟量と締め固めた⼟量の体積⽐を測定して求める。

⑶  ⼟量の変化率は，実際の⼟⼯の結果から推定するのが最も的確な決め⽅で類似現場の実績の
    値を活⽤できる。

⑷  地⼭の密度と⼟量の変化率 L がわかっていれば，⼟の配分計画を⽴てることができる。
締め固め率Cも必要



令和２年度
問題A 選択問題
問２
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含まれていない。



⼟量計算の基本図
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運搬 地山 盛土

÷ L

× L ÷C

×C

数字が大きくなる

数字が小さくなる

ほぐし率L＝ ルーズLoose：緩めるの意 .   締固め率C= コンパクトCompact：固めるの意)

ほぐした土量(m3). 締固めた土量(m3). L＞１ C＝. 地山土量(m3). C＜１



令和３年度
問題A 選択問題
問２
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令和４年度
問題A 選択問題
問２
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